
 
 

日通雇い止め裁判の公正を求める署名提出しました。レポートです。 

 

「労働裁判の不当判決に

終止符を 

控訴審は絶対に勝つぞ！

日通雇い止め労契法 18

条裁判」で控訴中の東京

高裁に対し、「公正な判

決を求める署名」を提出

(24107署名)する行動を

した。5月 6 日 14 時 00

分、提出前の東京高裁正

門に、当該組合のユニオ

ンネットお互いさまをはじめ支援団体など 30名が駆けつけた。「東京地裁の不

当判決を正そう」「非正規労働者を使い捨てにするな」と参加者の声を背に代

表団が東京高裁の門をくぐった。 

◆14:00(高裁正門前集会) 

 清光さんの司会で始まった。平和フォーラムをはじめ全国の仲間から集まっ

た 24107筆の署名を抱え、ユニオンネットお互いさま斎藤隆靖委員長が挨拶に

立った。 

◆斎藤隆靖委員長 

「7月には、2回目の高裁公判が開かれる。裁判所は有期雇用差別を許さない

決意を持ってほしい。全国から集まった 24107筆を裁判所に届けます。絶対に

雇用させる。雇用を守る。力を合わせ頑張りましょう」。 

◆連帯挨拶 

●東部労組 



「政府は、裁判所は労働者を泣かせるのか！東京地裁は会社側についた！裁判

所は公正に立ち、労働者に立ち、労働者を家族を泣かせない。私たちは裁判所

を包囲して、裁判所が我々

の立つ判断していただきた

い。頑張りましょう」。 

●川崎地域労働組合 

「労働契約法 18条を全く

意に介さない不当判決が東

京、神奈川の地裁であっ

た。私たちの日通川崎事件

も東京高裁に控訴した。お

互いさまと共に、高裁での

公正な判決を勝ち取りまし

ょう」。 

●JAL不当解雇争議団 

「救済する法律が、処分する側に悪用されるケースが多くある。日通雇い止め

も同様です。そんな雇い止めに抗して闘う O さんの勇気を称えます。私たち争

議は 11年目です。新たな組合結成をテコにともに勝利しましょう」。 

●全国コミュニティユニオン 

「わざわざ日通は、5年間の有期雇用権利を騙して、権利の行使を侵害した。

裁判所の責任は重大だ。裁判所は、どこを向いているか不安定雇用を助長する

判決はやめてほしい。裁判所は 2100万人の非正規労働者の厳し現実を見据

え、公正な判決を臨みます」。 

●京浜ユニオン 

「裁判所は、コロナ災害で泣いている労働者を人見捨てるのか！ぬくぬくと内

部留保を溜め込む大企業を糾弾してほしい。2万筆を超えるの署名は重い。労

基法に沿った判決を真っ当な判決をしてほしい」。 

●下町ユニオン 

「日通雇い止めを心の底から怒りを感じます。非正規の女性は 100万人。ギリ

ギリの生活で相談村にやってくる。子ども、女性、外国人が切り捨てられてい

る。裁判所は権力者に向くなと訴えます」。 

●ユニオン平和 

「平和フォーラムからの署名が 

支える。全国からの支援を力に頑張りましょう」。 

●N関労 

「地裁は不当判決をしてきた。練馬、仕事の大幅シフトを会社の裁量と不当判



決をした。6月から控訴審が

始まる。裁判所は真摯で公正

な判決をただしている」。 

◆連帯挨拶を受けて、斎藤委

員長を先頭に支援者 20人あ

まりが、東京高裁 16階にあ

る「民事 16部」に駆けつ

け！提出した。 

◆行動終了後は、お互いさま

事務所で川崎地域労働組合で

裁判闘争について懇談を持っ

た。その中で、双方の東京高

裁(八木一洋裁判長)の裁判長が同様であったことがわかった。 

 

 

 


